
公益財団法人 香川県環境保全公社

県内企業等の脱炭素・省エネの
取組支援について

令和５年度 第２回事業所向け「省エネルギー講座」
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公益財団法人 香川県環境保全公社

所在地 香川県高松市亀井町９番地１０ 県信ビル５階
電話（公社） ０８７－８３１－７７７３
電話（センター） ０８７ー８３３－２８２２

【主な事業】
○地球環境の保全、循環型社会の形成など環境保全に関する公益目的事業
○産業廃棄物処理事業
○香川県地球温暖化防止活動推進センター （せとecoかがわ）

地球温暖化防止活動の普及・啓発、情報提供（出前講座、イベント等）
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２  経済産業省補助事業「地域プラットフォーム構築
事業（省エネお助け隊）」

１  香川県委託事業「ゼロカーボン企業相談窓口」

３ 事業所向け省エネルギー講座の開催（年２回）
（香川県、高松商工会議所と共催）

中小企業向け
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１ 香川県委託事業「ゼロカーボン企業相談窓口」
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まずは、お電話ください。

■脱炭素化のお悩み、エネルギーの専門家にご相談ください。
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■ 主な相談の例

CO2排出量の算出方法を知りたい。

企業として、脱炭素の取組で企業
価値をアピールしたい。

設備更新を予定しているが、活用
できる補助金はないか。

電力料金が高騰しているので、太
陽光発電設備導入を検討している
が、活用できる補助金はないか。

など

6



公益財団法人香川県環境保全公社 7

（出所）環境省「中小規模事業者向けの脱炭素経営導入ハンドブック」
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/guide.html

■ 脱炭素経営に向けた３つのステップ
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■カーボンニュートラル実現に向けたチェックシート（独立行政法人中小企業基盤整備機構）

（出所）J-Net21
https://j-net21.smrj.go.jp/special/chusho_sdgs/carbonneutral/checksheet.html
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■意外と簡単。
自社のエネルギー起源CO2排出量を算出してみませんか。

※1 排出係数：環境省「電気事業者別排出係数(特定排
出者の温室効果ガス排出量算定用) 」四国電力㈱
(2023/12/22時点)

※2 排出係数：環境省「算定・報告・公表制度における
算出方法・排出係数一覧」(2023/12/12)

※3 排出係数：四国ガスHPより (2024/2/1時点)

※4 資源エネルギー庁「省エネルギー法 定期報告
書・中長期計画書(特定事業者等)記入要領」

       (2023/５/18)

<m3からｔへの換算 >  1/458を乗ずる
 → 2.99 tCO2/t × 1/458 m3/t = 0.00653 tCO2/m3 

※５ この計算シートはエネルギー起源CO2排出量の計
算例です。工業プロセス等で生ずる非エネルギー
起源CO2排出量は別途計算が必要です。

CO2排出量の算定式 活動量 排出係数× ＝ CO２排出量

① 電気使用によるCO2排出量

② 燃料各種使用によるCO2排出量

重油使用量
(A重油)

LPG使用量

灯油使用量

①＋②合計

kl/年 × 2.29 tCO2/kl ※2ガソリン使用量

軽油使用量 kl/年 × 2.62 tCO2/kl ※2

kl/年 × 2.75 tCO2/kl ※2

電気使用量

t/年 × 2.99 tCO2/t ※2

m3/年 ×   0.00653 tCO2/m3 ※4 

明細書の単位に応じて計算

都市ガス使用量 Nm3/年 × 0.00229 tCO2/Nm3 ※3

kl/年 × 2.50 tCO2/kl ※2

プロパン70wt%
ブタン30wt%

= tCO2/年

= tCO2/年

= tCO2/年

= tCO2/年

= tCO2/年

= tCO2/年

= tCO2/年

= tCO2/年

kWh/年 × 0.00454 tCO2/kWh ※1
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Scope1：事業者自らによる温室効果ガスの直接排出(燃料の燃焼、工業プロセス)
Scope2 : 他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出
Scope3 : Scope1、Scope2以外の間接排出(事業者の活動に関連する他社の排出)

[出所]グリーン・バリューチェーンプラットフォーム
サプライチェーン排出量概要資料（https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate.html）

■サプライチェーン排出量とは？
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（出所）
グリーン・バリューチェーンプラットフォーム
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/guide.html

（参考） 環境省「中小規模事業者向けの脱炭素経営導入ハンドブック」
環境省「中小規模事業者のための脱炭素経営ハンドブック」
環境省「中小規模事業者向け脱炭素経営導入事例集」
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（出所）経済産業省ホームページ
https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/
global_warming/SME/index.html

（参考） 香川県「事業所向け脱炭素推進ガイドブック（ファーストステップ編）」

経済産業省・環境省「中小企業等のカーボンニュートラル支援策」

（出所）香川県ホームページ
https://www.pref.kagawa.lg.jp/kankyoseisaku/chikyu/savin
g/jigyou/datsutanso-gaidebook.html
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２  経済産業省補助事業「地域プラットフォーム構築
事業（省エネお助け隊）」
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省エネお助け隊をご存じですか！

https://www.shoene-portal.jp/

「省エネお助け隊」は、経済産業省補助事業「地域プラットフォーム構築事
業」で採択された地域密着型の省エネ支援団体。
中小企業等の省エネの取組みに対して、現状把握から改善まできめ細かな
サポートを全国各地で実施。
（令和５年度は全国４７都道府県で３９団体が活動 毎年６月頃～翌年１月末）
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■ 省エネ法の規制対象外である中小企業等の省エネを促進することが目的。

地域プラットフォーム構築事業（省エネお助け隊）とは

（出所）経済産業省「令和6年度経済産業省予算関連事業のPR資料」
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■ 中小企業基本法に定める中小企業者※（下の表の区分において、A又はBのいず
れかの条件に該当する法人・個人事業主）、又は、会社法上の会社に該当しないも
ので、年間のエネルギー使用量（原油換算値）が1,500kl未満の事業所であること。
※ ただし、年間のエネルギー使用量（原油換算値）が1,500kl以上の事業所の場合は、みなし大企業に該当
しないこと。

省エネお助け隊の支援対象は、中小企業等

区分（業種等）
A 資本金の額又は出資
の総額

B 常時使用する従業員
の数

製造業、建設業、運輸業
その他の業種

３億円以下 ３００人以下

卸売業 １億円以下 １００人以下

サービス業 ５，０００万円以下 １００人以下

小売業 ５，０００万円以下 ５０人以下

又は

会社法上の会社に該当しないもので、年間のエネルギー使用量（原油換算値）
が1,500kl未満の事業所であること。



公益財団法人香川県環境保全公社 17

■ 省エネお助け隊が行う支援は、【省エネ診断】と【省エネ支援】の二つ。
ただし、省エネ支援は、省エネ診断を実施した事業所に限ります。
省エネ診断は、（一財）省エネルギーセンターの実施する省エネ最適化診断や「中

小企業等に向けた省エネルギー診断拡充事業費補助金」における登録診断機関が
実施する省エネ診断等を受診した場合も省エネお助け隊の省エネ支援が可能です。

■ 指定する省エネ診断を受診した場合、設備更新の有効性が示されることから、経
済産業省の省エネ補助金申請において、加点評価の対象となります。

■ エネルギーや経営の専門家が、省エネ提案、省エネ計画策定、省エネ対策、お得
な補助金の活用などをアドバイス。（事業期間は毎年６月頃から翌年１月末まで）

■ 専門家による支援にかかる費用負担は１割です。（９割を補助）

エネルギー等の専門家による省エネ支援を進めませんか。

【省エネ診断】 【省エネ支援】
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専門家による省エネ診断を受診してみませんか。

省エネお助け隊による
「省エネ診断」

省エネルギーセンターによる
「省エネ最適化診断」

省エネ診断拡充事業
（設備単位の診断が可能）

拡

充

診断報告書の例

診断

支援診断

診断

省エネお助け隊ポータルサイトHP
https://www.shoene-portal.jp/

省エネ・節電ポータルサイトHP
https://www.shindan-net.jp/

省エネルギー診断HP
https://shoeneshindan.jp/
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（出所）資源エネルギー庁「令和５年度補正予算における省エネ支援策パッケージ」
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まずは、省エネルギセンター「セルフ診断ツール」をお試しください。

（出所）省エネルギーセンター「省エネ・節電ポータルサイト」
https://www.shindan-net.jp/selfcheck/

このツールは、事業所の業種、所在地（都道府県）、エネルギー使用量を入力し、更
に、エネルギー管理状況などの質問項目にお答えいただくと、過去の診断実績データ
とAI解析で自社の省エネ対策項目とCO2排出量を可視化するセルフ診断ツール
です。
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■ ビルでは、照明LED化、空調、デマンド監視、
工場では、照明LED化、コンプレッサー、受変電設備、デマンド監視が上位。

省エネ診断での改善提案項目（（一財）省エネルギーセンター資料）

【ビルの省エネ診断による提案項目】 【工場の省エネ診断による提案項目】

出所：省エネルギーセンター「ビルの省エネルギーガイドブック2023」 出所：省エネルギーセンター「工場の省エネルギーガイドブック2023」
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当公社の省エネお助け隊における省エネ診断提案例

＜エアーコンプレッサーのエア漏れ
対策及び吐出圧の低減＞
工場内にエアーコンプレッサーの配管が敷
設され、その配管長が長い場合、長時間使用
された配管は、継ぎ手シール部分等で漏れが
多いので、定期的なフィルター清掃や漏れ検
査の実施を提案しました。

また、事業に影響のない範囲で、吐出圧力
の設定値を低減し、消費電力の削減を提案し
ました。

＜空調のショートサーキット対策＞
エアコンの室外機の前に、段ボールなどが
置かれていると、室外機から出る暖まった排
熱の流れが阻害され、室外機が再吸気
（ショートサーキット）して運転効率が低下する
おそれがあります。室外機の周辺の排気の流
れを阻害しないよう提案しました。

＜照明のLED化＞
LED照明に更新することで、電力使用量が

大幅に削減されます。工場倉庫や事務室など
で、従来型の水銀灯や蛍光灯を使用されてい
る事業所には、LED照明への更新を提案しま
した。

＜高効率変圧器への更新＞
設置後25年以上経過すると、最新の変圧器

に比べて効率が低く、電力損失が多くなって
います。削減効果を試算し、高効率型変圧器
（低損失）への更新を提案しました。

＜デマンド監視装置の導入＞
デマンド監視装置を導入し、事業に影響の
ない範囲で、各設備の稼働時間をシフトさせ
るなど、デマンド値（最大需要電力）のピーク
カット対策を行うよう提案しました。

設備投資 運用改善
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（出所）資源エネルギー庁「令和５年度補正予算における省エネ支援策パッケージ」
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（出所）資源エネルギー庁「令和５年度補正予算における省エネ支援策パッケージ」
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（出所）資源エネルギー庁「令和５年度補正予算における省エネ支援策パッケージ」
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（出所）環境省「脱炭素化事業支援情報サイト（エネ特ポータル）」
https://www.env.go.jp/earth/earth/ondanka/enetoku/
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お問い合わせは、公益財団法人香川県環境保全公社
ゼロカーボン企業相談窓口担当
省エネお助け隊担当 まで

TEL ０８７－８３１－７７７３（代表）

ご清聴ありがとうございました。
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